


あいさつ

そんなに昔のことでもないのに､現代の子供

らは､暖かい背中で歌われる歌があることや､

日常の遊びの中や行事の中で歌われていた歌が

あったことを知 りません｡

生活環境の変化により､歌を歌ってくれるお

ばあさんはいなくなり､子供同志のあそびも消

え､今やパソコンのとりこになってしまった子

供たち｡

物質的な豊かさに引き替え失ったものの大き

さを感 じないわけにはゆきません｡

こうした状況の中､沖縄市教育委員会におき

ましては1988年からわらべ歌調査を実施 し収録

保存を行っています｡本書は字与儀 ･比屋根の

成果を収録したものです｡

この書が､あらゆる場所で利用され､郷土を

知る手がか りとなり､やがて次代を担う人々を

育てる力となっていくならば幸いです｡

最後に調査に快 ぐ参加 して下だきった歌唱者

のみなさん､調査 ･編集にあたられた比嘉悦子

先生に厚 くお礼を申し上げます｡

沖 縄 市 教 育 委 鼻 会

教育長 菖 異 哲 雄
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はじめに

｢与儀 ･比屋根のわらべうた｣について

･｢与儀 ･比屋根のわらべうた｣は沖縄市字与儀 と比屋根で採集されたわらべ

歌の中から代表的な歌を28曲選んで掲載しました｡

･歌の選定においては､ニケ字のバランスを考慮 しつつ､旋律のより確実な歌､

そして多 くの人々､特に次代を担う子供たちに歌い継いで欲 しい歌を優先 し

て選択 してあります｡

･同じ歌でも､与儀 と比屋根で旋律が多少変化 して歌われる歌があり､その場

合は､字の特徴をだすために別曲として独立 して掲載 しました｡

･今回掲載されなかった歌については､凡例 ｢わらべ歌調査月日別成果表｣で

字ごとに歌唱者名を掲載 してあ りますので､参考にして下さい｡

調査について

.沖縄市の民謡調査は1988年､沖縄市教育委員会文化課の時より開始され､

1993年 11月現在 も継続中です｡

･調査は与儀で4回､比屋根で3回行ないました｡

･採集歌は字与儀で79歌､字比屋根で､ 102歌､計 181歌が採集されま

した｡当初､わらべ歌調査 としてスター トしましたが､採集された歌の中に

は労作歌や行事歌､座興歌､その他の民俗歌謡 も含まれています｡歌唱を曲

とせず､歌 として数えたのは､旋律のない唱えや､歌詞のみの歌も採集歌と

して数えたからです｡

･沖縄市の他地域に比べて与儀､比屋根で特筆されるのは､天体 ･気象に関す

るわらべ歌が多 く採集 されたということで した｡ ｢あーか-な-よ-｣や

｢と-と-め-よ-｣をはじめとして､雨に関する歌､天の星を見上げて歌

う ｢牛ぬ鞍見ゆみ｣などの歌は北谷町､北中城村などの周辺地域からわずか

に採集されているだけで､貴重な歌です｡他に､旋律は無いのですが ｢あぬ

星てい-ち､わんてい-ち｣と星を見つけて自分のものにするという童戯の

聞き取 りもありました｡
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① 耳切 り坊主の歌 (比屋根)
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Ⅰ歌詞と 表現について

●掲載されたわらべ歌は､
子守り歌(2)
､
あそび歌(8)
､
動物の歌(8)
､
天体･

気象に関する歌(6)､
からかい歌(3)､
そして教訓(1)にわけて分類した｡

･表題は歌い出しの句をとってつけたものが多いが､
｢耳切り坊主の歌｣や
､
動物を対

象にした歌などは
､
歌われる内容に添って編集者が表題をつけた｡

｡歌詞は漢字仮名まじり文で表記し､
漢字には歌唱者のなまり音のままルビをふった｡

漢字が当てられる箇所には漢字を用いたが
､
無理な当て字は避けた

0

●はやしことばや擬音はカタカナで記した｡

｡歌詞の表記の中で､
のばして歌う箇所は
､
長短の区別はせずに長音記号｢ -｣

(引音

)で示した｡

Ⅱ楽誰について

.楽譜は五線譜を基本としたが､
沖縄独特な音程や歌唱法を表現するために特殊な記号

を追加 して用いた｡

･採譜は採録時の歌唱者の歌をできる限り忠実な形で再現できるように配慮したが､
調

律は-搬の人々､
特に子供たちの歌いやすい高さに合わせて作譜した｡

･民謡調査においては､
歌唱者から歌にまつわるさまざまな生活状況を聞き取りながら

歌を録音していくが､
時には歌唱者が突然歌い出したり
､
歌の途中で中断し
､
次に続

く歌詞を思い起こしてまた歌い出すこともしばしばあった｡
そのような歌は
､
他の類

以曲を検討の上
､
採譜者によって加筆し､

補足した｡

｡調号に(ら)とある()のつけられたフラットは､
実際にはその曲に出てこない音

につけられるものであるが､
基音を求めるめやすとし て表記し

た｡･◆｢は表記音より低めの音程で歌われる

｡･よ や 巧 の表記は音程の定まらない唱えや掛け声

をあらわす｡｡ ｢海ぬとういぐわー｣の楽 譜に見ら
れる 良 は､ポルタメント的要素

を持ちながら上から下へ声を落としていく唱法を示すが､終止音は音程が定まっていない｡



与儀 ･比屋根わらべ歌調査月日別成果表

番号 氏 名 性 生年月日 出身池 住 所 1990年 (H2)
合計1/24 1/31

3/23 3/281 島 袋 ソ メ 女 M44.3.4 与儀

沖縄市与儀l29 ○2 比 嘉 蒲 助 罪 M

40.6ー4 与儀 沖縄市与儀l45 5 53 安 里 岩 吉 男 T6.ー卜20 与儀 沖縄市与儀l7 出席

3 34 島 袋 香 栄 男 M45.5.29 与儀 沖縄市与儀[78

I 6 75 比 嘉 フ ミ 女 M39.lO.28 与儀

沖縄市与儀96 5 ll 7 236 城 間 カ ツ 女 M39.9.l3 与儀 沖縄市与儀JO6 2 日 3

l67 宮 城 夕 ケ 女 M40.J2.2 与儀 沖縄市与儀l

2-2 I l8 伸宗根キヨ 女 T2.5.l5

与儀 沖縄市与儀24 3 39 島袋美智子 女 T

2.8.l9 与儀 沖縄市与儀76 l l10 比 嘉 ミ ツ 女 T2.6.)3 与儀 沖縄市与儀l45

l 4 5ll 宮 里 ∃ シ 女 T7.5.30 与儀 沖縄市与儀一02 4

lO J412 宮 城 ヨ シ 女 TlO.9.25 与儀 沖縄市比屋根447 l l

合計 l6 32 3l 79番号 氏 名 性 生年月日 出 身 池 住 所 1993年 (H5) 合計

4/1 4/2 4/81 島 袋 千 代 女 Tl2.I.lO 比屋根

沖縄市比屋根l34 lー 22 332 小波ハル子 女 S2.3.23 比屋根 沖縄市比屋根l42 5 3 3 H

3 大 城 夕 ケ 女 T3.lO.l2 比屋根 沖縄市比屋根l

OO3 5 2 74 宮 里 勇 緒 男 M4卜9.20 比屋

根 沖縄市比屋根l723-2 7 75 嘉 陽 ヨ シ 女 T

5.6.l4 北中城久場 沖縄市比屋根472の l 6 66 大 田 キ ヨ 女 Tl3.8.15 比屋根 沖縄市比屋根l38 5

57 宮 里 文 子 女 T8.6.lO 比屋根 沖縄市比屋根l25

5 58 島 袋 春 子 女 S2.8.5 比屋根 沖縄市比屋根l76

4 49 儀保∃シ子 女 T



わらぺ うたの歌いかた

など､気軽に相談 して下

さい｡

次回のわらべ うた集を

お楽 しみに.〟
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